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今
年
も
日
本
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
輩
出
し
、
二
〇
一
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
、
理
系
で
は
九
名
が
受
賞
し
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
で
は
毎
年
の
よ
う
に
、
理
系
で
の
受
賞
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
登
場
す
る
。

主
要
な
根
拠
は
政
府
の
研
究
開
発
へ
の
投
入
金
額
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
は

増
加
し
て
い
る
の
に
比
較
し
て
日
本
は
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
る
。 

 

そ
の
影
響
だ
け
で
は
な
い
が
、
情
報
社
会
へ
本
格
突
入
し
た
現
在
、
日
本
の
情
報
関
係
の
研
究
教
育
能
力
は
急
速
に
低
下

し
て
い
る
。
今
年
、
ア
メ
リ
カ
で
発
表
さ
れ
た
人
工
知
能
分
野
の
大
学
の
評
価
で
は
、
一
位
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
・

メ
ロ
ン
大
学
で
あ
る
が
、
二
位
に
清
華
大
学
、
三
位
に
北
京
大
学
が
位
置
し
、
日
本
で
最
初
に
登
場
す
る
の
は
二
九
位
の
東

京
大
学
で
あ
る
。 

 

成
果
で
あ
る
研
究
論
文
の
評
価
は
他
人
の
論
文
に
引
用
さ
れ
た
回
数
で
表
示
さ
れ
る
が
、
引
用
回
数
上
位
一
％
の
論
文
本

数
の
順
位
を
二
〇
〇
三
年
か
ら
〇
五
年
ま
で
と
一
三
年
か
ら
一
五
年
ま
で
と
比
較
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
が
首
位
を
競

争
し
て
い
る
が
、
日
本
は
物
理
で
五
位
か
ら
九
位
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
一
二
位
か
ら
一
五
位
、
工
学
で
七
位
か
ら
一
三
位
と

下
落
一
方
で
あ
る
。 

 

こ
の
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
に
は
初
等
教
育
か
ら
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
、

半
導
体
な
ど
の
得
意
分
野
の
産
業
が
日
本
に
逆
転
さ
れ
た
と
き
、
危
機
を
実
感
し
た
ア
メ
リ
カ
国
立
科
学
財
団
は
初
等
中
等

教
育
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
の
推
進
政
策
を
提
言
し
た
。
科
学
（
Ｓ
）
技
術
（
Ｔ
）
工
学
（
Ｅ
）
数
学
（
Ｍ
）
分
野
の
教
育
推

進
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
反
応
し
た
オ
バ
マ
大
統
領
は
二
〇
〇
九
年
の
就
任
直
後
に
「
ア
メ
リ
カ
の
科
学
の
本
来
の
地
位
を
奪
還
す
る
」
と

い
う
演
説
を
し
、
具
体
政
策
と
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
分
野
の
初
等
中
等
教
育
の
教
師
を
一
〇
万
人
育
成
、
大
学
か
ら
一
〇
〇
万
人

の
学
生
を
卒
業
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
提
示
し
、
毎
年
三
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
予
算
を
投
入
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
が
前
述

の
順
位
で
あ
る
。 

 

一
方
、
日
本
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
に
は
程
遠
い
が
、
初
等
教
育
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
導
入
を
二
〇

二
〇
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
綱
に
記
載
す
る
か
の
議
論
の
最
中
と
い
う
唖
然
と
す
る
事
態
で
あ
る
。
余
裕
の
あ
る
家
庭
で

は
学
校
に
は
依
存
で
き
な
い
と
塾
通
い
を
さ
せ
、
日
本
の
大
学
を
経
由
せ
ず
、
高
等
学
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
脱
出
す
る
生
徒

も
増
加
し
て
い
る
。 

 

一
九
八
〇
年
代
に
日
本
が
一
部
の
産
業
分
野
で
ア
メ
リ
カ
を
上
回
っ
た
の
は
一
朝
一
夕
の
努
力
の
成
果
で
は
な
く
、
江
戸

末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
外
国
を
視
察
し
た
人
々
が
彼
我
の
格
差
に
唖
然
と
し
、
高
給
で
外
人
教
師
を
雇
用
す
る
と
と

も
に
、
多
数
の
若
者
を
海
外
へ
派
遣
し
て
出
遅
れ
を
挽
回
し
、
国
民
全
体
の
水
準
を
向
上
さ
せ
る
教
育
制
度
も
構
築
し
た
結

果
で
あ
る
。 

 

そ
れ
を
象
徴
す
る
数
字
が
数
千
年
間
の
世
界
各
国
の
経
済
水
準
を
推
計
し
た
労
作
「
マ
ジ
ソ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
登

場
す
る
。
明
治
初
期
の
先
進
諸
国
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本
の
三
倍
か
ら
五
倍
で
あ
っ
た
が
、
日
本
は
次
第
に
接
近
し
、

戦
後
は
一
旦
、
格
差
が
拡
大
し
た
も
の
の
、
昭
和
末
期
に
対
等
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
一
九
八
〇
年
代
の
状
況
で
あ
る
。 

 

現
在
は
二
〇
〇
年
前
の
工
業
分
野
の
産
業
革
命
で
は
な
く
、
情
報
分
野
の
産
業
革
命
が
進
展
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応

す
る
た
め
に
は
工
業
以
上
に
人
間
の
能
力
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
は
一
部
で
し
か
な
い
が
、
明
治
時
代
に
江
戸
時

代
の
教
育
体
制
を
改
革
し
た
よ
う
に
、
既
存
の
教
育
体
制
を
破
棄
す
る
ほ
ど
の
覚
悟
で
情
報
社
会
の
人
材
を
育
成
し
な
け
れ

ば
、
日
本
は
情
報
社
会
の
孤
児
と
な
り
か
ね
な
い
。 


